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漢字かなまじり文の文字連続

野　　村 雅 昭

1．はじめに

　漢宇の機能には，いろいろなものが考えられるが，その一つとして，漢掌か

なまじり文において，漢字が分かち書きに稲当する機能を持っていることがあ

げられる。この機能は，漢字とかがが，それぞれ，どのような語を表現する

のに用いられるかということ，および，鷺本語のシンタックス上の特徴とに関

係を持つ。

　いま，ここに，

　　／amenofuruhiwatenl〈inawarui／

という音列からなる文があるとする。この音列を，かなのみで表記すると，

　　⑦あめのふるひはてんきがわるい。

となる。この文字列を読みにくいと感じるか否かは，入によって異なるであろ

うが，

　　④あめのふるひはてんきがわるい。

というように分かち書きされていれば，意味の切れ貝は，わかりやすくなる。

しかし，われわれが，ふだん読み書きしているのは，このような，かなのみか

．らなる文章ではない。次のように，漢宇をまじえて書かれるのが普通である。

　　㊥雨の降る無は天気が悪い。

（④と㊥には，実際は，幾種類ものバリエーションが考えられよう。また，④

と◎のどちらが読みやすいかということは，ここでは，問題としない。）

　㊥で，漢字で書かれている語は，　「雨・降ゑ・日・天気・悪込」で，いずれ

も実質的な意味内容を持ったものであり，それぞれの漢字は，④で分かち書き

進広義には，「かな」は，fひらがな」と「かたかな」をさすが，以下で特に断わら

　ない揚合は，「ひらがな」をさすこととする。
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された，それぞれの句の冒頭に位置する。一一方，ひらがなで書かれたのは，

「の・は・が」の助詞と「降る・悪い」の活用語尾であって，おのおのの句の

終わりにあらわれる。漢掌かなまじり文が読みやすいとか意味がとらえやすい

とかいわれるのは，ふつう，このように，漢字が実質的な内容を持つ部分に用

いられ，かなカミ形式的部分に使われていることによる。すなわち，書き手が述

べようとしている事柄の中核的部分を漢字が表わし，それらの関係を明確にす

る部分に，かなが用いられていることをさしていると考えられる。また，日本

語の文の構造を，いわゆる文節というような概念で考える二合，上に述べた実

質的な内容を持った部分は，自立語に相当し，形式的な部分とは，付属語に相

当する÷“’。したがって，もし，自立語がつねに三二で表記されるならば，普通

の漢字かなまじり文においては，文籔は，漢字のみ，あるいは，二三プラスひ

らがなで表記されることになる。また，体書や用言は，付属語や活用語尾を伴

うことが多いところがら，それらの文節は，漢字で始まり，ひらがなで終わる

という形式をとることが予想される。

　ところで，戦後に告示された，「当用漢字表」や「当用漢字音訓表」は，上

述のような文章表記の性格に，大きな変革をもたらした。もちろん，戦前の表

記において，上に述べたような，漢字かなまじり文の原則ともいうべきものが

完全に守られていたわけではない。自立語に漢字カミ当てられる傾向が，現在よ

りも強かったことは予想されるが，必ずしも，すべての自立語が漢字で書かれ

ていたとは限らない。また，付属語でもt・漢字で書かれる揚合は，かなりあり

漢字かなまじり文の原則が一一paしていなかった面も多いと思われる。戦前の文

章表記の特徴を一言でいうならば，漢字で書ける部分はなるべく漢字で，とい

うのが，それに当たるかもしれない。むしろ，実質的な部分は漢字で，形式的

な部分はかなで，という原則は，戦後になってから明確にされた理念とさえみ

塵実質的な部分と自立語，形式的な部分と付属語が，完全に一致するものでないこ

　とは，いうまでもない。自立語の中でも，接続詞，連体詞，副詞などは，名詞や

　動詞にくらべれば，具体的な概念との結びつきは，あまり強いとは言えない。石

　綿敏雄氏は，漢宇で蓑記されやすい語を，content　word，かなで衷記されやすい

　語を，structure　wordというように呼んでいる。（宋尾参考文献①）
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ることができる。

　「当用漢字表」や「当用漢字音訓蓑」に，この理念が生きているかどうかは

ともかくとして，実質的部分と形式的部分という分類そのものが，明確な区分

とはなりえない以上，この原測にはずれるものがあらわれるのも，また，当然

と言える。　「当用漢字表」の「まえがき」には，代名詞・副詞・接続詞・感動

詞などは，なるべく，かな書きにするようにとの一項があり，自立語一付属諾

という概念では，律しえないことを物語っている。また，動詞・形容詞の中で

も，「ある・いる・ない」など，補助用言としての用法が頻繁なものは，独立

の動詞・形容詞として用いられる場合にも，かな表記される傾向が戦前からあ

ったが，現在では，「当用漢語音訓表」に，「有（あ）る・居（い）る・無（な）

い」の調が認められているにもかかわらず，ほとんど，かなで書かれるという

ことも，その一つの例である。また，実質的部分を，名詞・動詞・形容詞など

にかぎってみても，「当用漢字表」や「当用漢宇音訓表」に忠実に表記しよう

とすれば，漢宇で書こうとしても書けない語があらわれるのは，当然の結果で

ある。このような傾向の及ぶところ，漢宇で書ける語でも，かなで書くという

現象がしだいに定着しつつある：V。すなわち，戦前と戦後の表記上の特徴の変

化は，　「漢字で書けるものは漢宇で」から「かなで書けるものはかなで」とい

う言い方によって，とらえることができる。さきに，「変革」ということばを

用いたのは，この意味である。

　ここで述べようとする小調査の報告は，新聞の文章を対象として，上に述べ

たような漢字かなまじり文の機能が，どのようにいかされているかを明らかに

しょうとするものである。新聞を選んだ理由は，現在進行している語彙調査・

表記調査のデータであ！，利用しやすいためであることは，いうまでもない

が，戦後における表記の傾向を調べるのに，もっとも適した対象と這えられる

からである。周知のように，新聞は，　「当用漢字表」や「隅音訓表」にもつと

も忠実であり，その範囲で文章を表記するために，種々の工夫をこらしてき

た。今，藷彙調査の対象としているデータは，昭和41年のものであるが，　f当

9！現代語で，かな表記される語が増馴しつつあり，特に，和語にその傾向が著しい

　ということは，多くの研究者によって振摘されている。（たとえぼ，末尾文献②）
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用漢字表」が告示されてから，二十年近くがたち，偏心の表記にも，一応の安

定したスタイルが生まれていると考えることができる。したがって，戦後の表

意の変遷によって，漢字かなまじり文の原則がどのような形で存在するかをみ

るためには，新聞は，恰好の対象であると思われる。かさねて，この調査で目

的とするところをまとめてみると，次の二つになる。一つは，漢宇かなまじり

文で，漢字は，意味の切れ目やまとまりを示す役割を果たしているか，という

ことである。そして，もう一つは，もし，漢宇からその機能が失われっつある

とするならば，それにかわるものは何かということである。この二点を中心に

して，調査したところを以下に報告する。

2．調査対象と調査単位

　調査の対象としたのは，現在行なわれている「新聞語彙調査」の中間集計ま

でのデータである。この語彙調査は，昭掬41年の朝日・毎日・読売三紙の一年

分を対象とし，1／60の面積比で抽出された，14220ブロック（1ブロックは，新

聞紙面1ページの約1／3。）が標本ということになる。今回の調査では，その嬉

にあたる中間集計までの4740ブmックから，120ブロックを再抽灯して，第二

次標本とした。抽出の方法は，文章の種類によって分けた，6層から（各20ブ

ロックずつ）のランダム・サンプリングによった。文章の種類による層別と

は，次の6種類である。

　　1　ニュース

　　H　ニュース解説・ニュース関連記事・ニュース展望

　　盈　特別読物・探訪記事・実用記事

　　W　社説・コラム・評論・投書

　　V　小説

　　W　広告（「案内広告（三行広告）」を除く）

　層別による方法をとったのは，抽出標本数が少ないことから，サンプリング

によるかたよりが生じるのを少しでも防ぐためである。したがって，以下の分

析では，層による比較は行なっていない。また，VとVIは，虚心の分析からは

除いたので，直接には，今回の分析では，1～Wの層の80ブロックを対象とし
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ている。

　漢宇かなまじり文中の漢字の機能をみるためには，なんらかの尺度が必要で

ある。ここでは，はじめに述べたような理由によって，文節を単位にして，集

計・分析をすることにした。ここでいう文節とは，いわゆる学校文法のそれを

さす。ただし，　「…ている・…てある・…である・…でない・…てみる」など

の「いる」「ある」fない」「みる」の類は，1単位とせず，前の文節に含まれ

るものとする。また，句読点をはじめとする記号類は，すべて1単位とした。

したがって，文中の意味の続きぐあいに関係なく，認号のところで分割される

ことになる。

　以上のような手つづきによって取り出された単位のうち，文字を含むもの

を，以下，文節とよび，記号のみからなるものは，文節とはよばない。　（この

場合の「文字」には，漢字・ひらがな・かたかなのほかに，アルファベット・

洋数掌を含む。）

　また，文節がどのような文宇（表記記号）列から構成されているかをみるた

めに，文字の種類によって符号化して処理をした。以下に，単位分割と符号化

の例，ならびに，符号の種類をあげる。

例：翻ま ?副乙驚鞭三二鵬二1二灘：
　　　　麟諜漢字　　○＝ひらがな　　△＝かたかな　　・聯読点

　　　　。＝句点　　㊥：段落のはじめの一行下げなどの空問

3。　調査データ中の表記記号の数

　今回の調査データ中に，どのような表記記号（文字および狭義の記号）があ

らわれたかを表1に示す。漢宇の含有率という点からみると，従来の調査に比

べて，比較的，低い数値を示している。同じ新聞語彙調査のデータについて計

算した結果がある（末尾文献③）が，それによると，漢宇とひらがなを除いた

蓑記記号の銘率は，ほとんどかわりがないが，漢字は42．1パーセント，ひらが

なは43．8パーセントと，漢字の比率が高くなっている。この差は，一つは，サ

ンプリングの誤差によるものと考えられるが，先に示した層別が，実際の幽現

　　　　　　　　　　　　　　　一5　一



表｛　調査鐙象中に出現した表記記号の数

蓑記記号の種類

漢 宇

ひ　ら　が　な

　冗ｩ　た　か　な

読　　　　点

句 点

アルファベット

洋　　数　　字

記 号

凄きμ

出現数　i（冨分比）

8，357 （36．　0）

11，824　1　（51．o）

1，274　1　（5．5）

　812　1　（3．5）

443 （1．　9）

44 （O．　2）

21 （O．　1）

421 （1．8）

23，196　1　（100．0）

率と一致していないことによる。す

なわち，実際の紙面では，ニュース

の全体に占める比率が約31パーセン

トである（語彙数の姥率による）の

に対し，ここでは，80ブロック中の

20ブロック（25パーセント）しかな

い。ニュースにおける漢字の比率は

高く，この20ブロック分では，41．　5

パーセントになっている。

　次に，文中において，文簾より大

きな表記単位として，文節群という

ものを考えてみることにする。文節群とは，文申で，句読点とスペースによっ

て，他の文字列と区別され，1個以上の文節からなる文字列のこととする。こ

の場合の文とは，句点またはスペースから句点までの文準準をさす。スペー一一ス

とは，段落のはじめの一字下げの空聞をさすが，行の途中で，句読点を伴わず

に改行された場合にも，最後の文字の次に，スペースが存在すると考える。し

たがって，一つの文において，読点があらわれない場合は，その文は，一文旦

夕によって構成されることになる。

　表2は，文節群の種類と平均宇数を示したものである。出現数がもっとも多

　　　　表2　文節群の類型と平均字数（掌数には，「・などの記号も含む）

類型瞬i出職鞍
s一．i2，1161　ksl　14．3

op　・一　o　k，　ls41　401　2g・6

opNabl　211　6i　3．s

類副轍輝数濠竣

．一．
P7，3s71　4661　ls．　g

s　N　el　7，　2001’　34211　21．1

，・一
翌P　60i

鯉隣i出島鞍
？．．一’．”一．一］一一1一一？一i－e－S一？111一一t．．一1－P．F．1一一一一1一？i－9．

o　tv　el　1，　4171　6111　23・2

・i・5・6ゆレ1｝ 3i　23．7

いのが，文中にあらわれる「・～・」で，次に多いのが，文末にくる「・～

。」である。文頭にくる文節群の「㊥～・」や「。～・」は，文中や文末にく

る文節群にくらべて，比較的，短い文字数からなっている。また，一一文飾群で

一文が構成される「㊥～。」「。～。」を平均すると，文宇数は，25．0となる。
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一文の長さの平均を，かりに，総文字数を句点数で割ったものとすると，表1

により，52．　4宇となるから，文の長さと，文錦群の数との問には，なんらかの

相関がありそうである。また，文節群と漢宇の数との問にもなんらかの関係が

あると思われるが，ここでは，これ以上の分析はしなかった。

4．文節を構成する文葬列の類型

　次に，文飾を構成する文字列が，どのような組み合わせによってできあがっ

ているかを調べてみよう。調査対象中に出現した文飾の総数は，5，31Gである。

そのうち，漢掌とひらがな以外の文字を含む文節は，384例あり，その大部分

は，かたかなを含むものである。問題のありかをはっきりさせるために，以下

では，漢宇とひらがな以外の文字を含む文節を除いて，欝欝のみ，ひらがなの

み，および，三時とひらがなからなる文節を対象として分析することにする。

　文字列を類型化するために，ここでは，次のような方法をとった。対象とす

る文簾は，漢字とひらがなのみからなっている。したがって，これらの文節の

文字列は，二種類の符号によって表わすことができる。これを文字数に関係な

く，漢字が連続する部分，ひらがなが連続する部分というようにまとめてみる

と，次の八種類に分けることができる。

　　　　　　　il暮夜　（陰嚢鍵謬）　・結局　（病臥懇多）

　　　　　　　作った（錨○○）・安保理：事会で（繕鯵懸懸轍○）

　　　　　　　打ち上げた（難○鞠○○）・取り扱い方を（麟○轍○纏○）

　　　　　　　忘れ物（纏○雛）・阿佐が谷（癬辮○麟）

　　　　　　　その上（○○霧）・この頃（○○嚇）

　　　　　　　お弁当を（○難鱗○）。くり拾いに（○○鰹○○）

　　　　　　　該当例なし

　　□［＝］［コ［］しかし（○○○）・きびしかった（○○○○○○）

　表3は，漢字とひらがなのみからなる文節を，上の8種（実際には，7種）

の類型に分類したものである。文節の始まりが漢字であるものの合計が69．5パ

ーセントと約7：3の割合で，ひらがなで始まる文節をしのいでいる。また，

文錦の終わりが，ひらがなであるものの割合は，92．1パーセントとなってい

　　　　　　　　　　　　　　　一7一



表3　漢字とひらがなのみからなる

　　文節の類型と出現数

類 型

漢
掌
で
始
ま
る
文
節

鍮灘羅騰

購羅□□

敷島騰□

灘□臼縫

小　計

ひ
ら
が
な
で
始
ま
る
文
節

計

出現数｝（1か日）

379 （7．7）

2，978　1　（60，4）

62 （1．　3）

3 （O．　1）

3，422　1　（69．5）

7

82

1，415

1，504

（O．　1）

（i．　7）

（28．7）

（30．　5）

4，926　1　（100．0）

ント台で，難［コ口綿や□［コ羅1灘などは，

このようにみると，文節を構成する文字列は，灘鑛□［コ，嚢灘鷺灘1，口□□口

という単純なパターンで，95パーセント以上が占められており，そのほかの複

雑なパターンは，あらわれにくい，あるいは，それを避けようとする傾向があ

るということがわかる。以下に，出現数の少いものの例を示す。

　　①二人は戦地の思い出にひたったが，数目後彦治は望，月に裏切られてしま

　　　う。　（灘灘醗灘の例）

　　②一般のおとなも「血液型登録証」を持ち歩くことを励行すればよいと思

　　　う。　（灘［コ灘［コの例）

　　③目本刀を持ってあばれている男を，けん銃で威圧して逮捕したことがあ

　　　りました。　（二丁轍コの例）

　　④身辺の整理，忘れ物，落し物のないように，小さくとも，礼儀をわきま

　　　えることなどに重点をおいて，　（鑛□〔燃の例）

　　⑤医者が登録者のところへ行く費用も自弁で，その上，手ぶらではいけな

　　　いからお香典を持っていく。　（［］［コ灘羅の例）

　　　　　　　　　　　　　　　　一　8一

る。したがって，一般に文錦は漢字で始

まりかなで終わるという原則は，かなり

高い割合で守られていることになる。こ

うした全体の傾向を裏書きするように，

欄々の類型では，漢字で始まり，途中で

かなにかわって，そのまま終わる灘懇［コ

［：］のタイプがもっとも多く，約60パーセ

ントを占めている。ついで，ひらがなの

みからなる［コ［］〔1□が28．7パーセントを

占めているのが注目される。そのほか

は，すべて漢字からなる懇灘懸灘がやや

多いほかは，複合動詞などにあらわれる

懸［コ鑛E］，まぜ書きの前部分がかなの場

合にあらわれやすい［コ灘懸□が1パ一品

　きわめて低い割合しか占めていない。



　このように，文節は，漢字で始まりかなで終わるという一般的なタイプを持

つ。しかしながら，ひらがなで始まる文節も，約30パーセントを占めており，

文節の終わりにひらがながきやすい以上，ひらがなが連続する場合も，また，

同様に，漢字が連続する揚合もありうる。そのような場合に，読みにくさを避

けるために，表記上，なんらかの工夫が施されていることも，予想できよう。

そこで，文節の類型ごとに，その直前，直後に，どのような表記記号があらわ

れるかをみる必要がある。表4－1は，前部分（直前の表記記号），表4－2

は，後部分（薩後の記号）によって分類した結果である。

　まず，前部分との関係からみると，先に述べたように，かなで終わる文節

は，全体の約92パーセントであるが，実際に文節の前部分にひらがながあらわ

れる場合は，69．9パーセントであり，句読点・スペース。記号などが，文飾の

　　　　　衷4－1漢字とひらがなのみからなる文節の文字環境（前部分）

　　＼　　前部分
　類　型tttt＼
　　　　　　Xs．g

漢
宇
で
始
ま
る
文
節

ひ
ら
が
な
で
始
ま
る
文
節

欝欝灘難

訓語漏［コ

懸口騰舟

航□□灘

小　　計

［1□羅騰

欝灘羅［：］

ロロロロ

小　　計

計

23

47

1

　71
（　2．　1）

19

　19
（　1．　3）

　90
（　1．　8）

o

187

2，　218

47

2，　452

（71．　6）

57

935

　992
（65．　9）

3，　444

（69．　9）

A

3

　　3
（　O．　1）

　　3
（　O．　1）

h

1

13

170

　184
（12．　2）

　694
．（14．1）

o

15

105

3

　123
（　3．　6）

2

3

103

　108
（　7．　2）

　231
（　4．　7）

愈

14

．gs

4

　106
（　3．　1）

1

7

40

　48
（　3．　2）

　154
（　3．　1）

その他

73

83

1

計

379

2，　978

62

3

　157　　3422
　　　　フ（4．6）（100．0）

3

2

148

　153
（IO．　2）

　310
（　6．　3）

7

82

1，415

1，　504

（100．　0）

4，　926

（100．　0）

（前部分の「その他」は，おもに；「」・（）などの記号からなる。）
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表4－2漢寧とひらがなのみからなる文節の文字環境（後部分）

豪濾箆鞄 難 ○ △ 、

　　…

㊥ その他 計

灘欝灘灘 83 23 5 137 21 2 108 379

灘□⊂騰 一 … 『
2

一 …
1 3

漢
宇
で
終
わ
る
文
節

［：］□雛騰
一 … 『

6
一 一

1 7

小　　計
83

i21，3）
　　23
i5．9）

　　5
i1．3）

　145
i37．3）

　21
i5．4）

　　2
i0．5）

　110
i28．3）

　389
i100．0）

1，617 7玉 48 344 223 2 73 2，978

ひ
ら
が
な
で
終
わ
る
文
節

縫高覧〔〕 26 17 1 12 四
〇

1 62

臼灘浜［コ 40 17 4 13 7 1 82

□［⊃〔エコ 666　1　254 31　1　221　1　156 7 82　i　1，415

小　　　　言む　　　ぎき量f§）　（95721．1）　（　1§巷）　（1雪98）　（　§？2…）　（　α茎）　（　毒『軍）　（量6きデ乙）

1雪
p

2，432i　9801　89　1　735　i　412　1　11　1　267　i　4，926
（49．4）1　（19．9）i　（　1．8）1　（14．9）1　（　8．4）i　（　O．2）1　（　5．4）1　（leO．　O）

直前にくる場合もあることを示している。これを，漢字で始まる文節とかなで

始まる文節とに分けてみると，前者では，ひらがなに続く割合が71．6パーセン

トであるのに対し，後者では65．9パーセントと，わずかではあるが，ひらがな

の連続するのを避ける傾向がみられる。

　漢字で始まる文飾のうち，すべて漢字からなる羅灘灘灘は，漢字が前にくる

場合が379例中23厨（6．1パーセント）と，やや高い比率を示している。たとえ

ば，次のような例である。

　　⑥北爆停止後記Hたっても共産同からまだ“よい返事”がないため，

　　⑦これを知ったPTAが昨年六月一台買入れ，

ただし，これを後部分との関係からみると，すべて漢字からなる文節は，あと

に読点や記号をともなうことが多く，次の例のような形であらわれやすい。

　　⑧六七年，ジョンソン米大統領はベルリンを訪問，ポーラン5“にオーデル
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　　　＝ナイセの国境を保障するむね演説。

　　⑨つまり“持ち家主義”の住宅政策を“借家主義”に切りかえるのである。

　ひらがなのみからなる文節で，その他の記号が前にくるものが多いのは，次

の章でも述べるが，次のような場合である。　　　　　　　　『’

　　⑳r絶対に彼を藤由支持にさせない」と放言したり，

　次に，後部分についてみると，漢字が続く揚合がもっとも多く，全体では，

49．4パーセントである。ただし，かなで終わる文節では，51．8パーセントであ

るのに対し，漢字で終わる文節では，21．3パーセントである。すなわち，漢字

で終わる文節のうち，約70パーセントは，句読点と記号があとにくるものであ

り，かなで終わる文簾のあとに句読点や記号がくる場合が約28パーセントであ

るのと，はっきりした対照をみせている。句読点や記号が後にくる場合とは，

上にあげた⑧や⑨のような例である。

　かなで終わる文節のうち，餌飼［コ［コでは，ひらがながあとにくる場合が，

2，978例中，671例（22，5パーセント）であるのに嘱し，搏動□［］では，1，415

例中，254例（18．0パーセント）である。また，句読点とその他の記号‘が続く

割合は，嚢縫鎌〔1〔コでは，644例（21．6パーセント）であるが，□［旧⊂iでは，

459例（32．4パーセント）となっており，ひらがなのみからなる文節は，うし

ろに，漢宇とかな以外の記号類がきやすいことを示している。たとえば，次のよ

うな例である。

　　⑪…との現地電も伝えられている。また，辞表を提出した閣僚のうちには，

　　⑫現在は流動的にしか捕え得ないものなのだ。それこそ，最近の未来論の

　　　流行の真の理由なのである。

　難□□織や巳口恥難は，先にあげた④・⑤や，⑨の「持ち家主義」（纏□夕霧）

のように，ほとんどが特殊な釣合で，前部分や後部分は，すべて，認号類の揚

合である。普通の漢字かなまじり文では，出現しにくいパターンと雷えよう。

5．ひらがなで始まる文節の分析

　以上にみてきたように，漢字かなまじり文においては，漢字で始まりかなで

終わるという文飾がもっとも一般的なタイプである。そして，前部分や後部分
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には，漢字やひらがなのみでなく，、句読点などの記号類がくることによって，

意昧のまとまりや切れ目を示していることが予想される。しかしながら，なお

ここで注目されるのは，ひらがなで始まる文節が1，504例と全体の約30パーセ

ントを占め，そのうち，前部分にひらがながくる場合が，約66パーセントに達

していることである。なかでも，ひらがなのみからなる文節は，1，415例あり，

そのうち，前部分にひらがながくる揚州が935例（70．6パーセント），後部分に

ひらがなが続く場合が254例（18．0パーセント）となっている。いわば，この

類は，漢字かなまじり文の原則にはずれたものである。漢才かなまじり文の機

能を考えるということは，裏がえせば，その原則にはずれたものの実体を明ら

かにすることでもある。以下，本論では，ひらがなで始まる文節の分析を中心

に論をすすめることにしたい。

　表5は，ひらがなで始まる文節を，それぞれの文節を構成する自立語の品詞

によって，前部分の表記記号別に分類したものである。いわゆる形容動詞は，

すべて，名詞の中に含めた。晶詞の「その他」というのは，例⑬のように，文

芸5　ひらがなで始まる文節の品詞別分類

　　　　前部分

i　詞
麟 ○ 、 o ㊥ その他 計

　
名
　
　
　
　
詞
！

　　3
i0．7）

　296
i72，4）

　　71
i17。4）

　　20
i4．9）

　　12
i2．9）

（Z．i　．．．ffOR1．7）i　（100．0）

ξ轡　　詞 　　6
i1．2）

　490
i97．4）

　　3
i0．6）

　　3
i0．6）

　　1
i1．2） …

　　503
i100．0）

囁
｝
形
容
　
詞
｛

｝
　　70
i94．5）

　　　1

i1．4）
　　2
i2．7） 一

　　1
i1．4）

　　74
i100．0）｝

i
副
　
　
　
　
詞
き

　　2
i1．1）

　　90
i48．9）

　　63
i34．2）

　　20
i10．9）

　　31　6（1・6）1　　　　　（3．3）

　　184
i100．0）

ミ／逮　　体　　詞
　　3
i2．2）

　　46
i33．8）

　　42　　　23
i30，9）　（16．9）

　　15
i11．0）

　　7
i5．2）

　　136
i100．0）

接　　続　　詞 　　5
i7．4） …

　　4
i5．9）

　　40
i58．8）

　　17
i25．0）

　　2
i2．9）

　　68
i100．0）

そ　　の　　他 ｝ 一 一 一 ｝
　　130
i10α0）

　　130
i100．0）

計
　　三9

iL3）
　992
i65．9）

　184　　　108
i12。2）　（7．2）

　　48
i3．2）

　153
i10．2）

1，504
i100．0）
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飾の途中に記号がはいったため，独立して1単位としたもので，すべて，助詞

である。引用の「と」がもっとも多いが，次のような場合もある。

　　⑬椎名外相とラスク長官の閥で“極秘の討議”が行なわれたようだが，

　接続詞は，ひらがなに続く場合は一回もなく，前の語との切れ目がもっとも

縁づきりしている。ほとんどが⑭・⑯のように，文頭にあらわれることが多い

が，⑯・⑰のように，文中にあらわれる場合でも，切れ目は明瞭である。

　　⑭辞典の売場がにぎわっている。／だが，辞書はちょっと見ただけではそ

　　　の内容はわからないものである。

　　⑮…防ぐようにしたいものです。なぜなら，これからは艮本脳炎の季節だ

　　　からで，

　　⑯それを相殺し，あるいは上回る勢いで物価が上昇，

　　⑰施政権の無条件かつ全颪返還の一歩としての

　連体詞は，⑳のように，かなに続く二合が33．8パーセントあるが，文頭にあ

ちわれる場合が27．9パーセント，読点のあとが30．9パーセントと，接続詞につ

いで，切れ蔭がはっき！している。

　　⑲「この壇上で理事会を開け」などと詰めよった。

　　⑲国民の半分以上が，生活が苦しくなったと感じている。その苦しくなつ

　　　た理由の大部分が…

　　⑳反政府派が，さる二十一日の全国大会で巻返しをはかり，

　　⑳米軍基地の維持をその前提としているので，

　副詞になると，ひらがなに続く率がほぼ半数に近づくが，名詞や動詞にくら

べれば，句読点のあとにあらわれる割合が高く，40パーセントを越えている。

　　㊧それはいうまい。とにかく一9もはやく十万円たまることを祈ろう。

　　⑳黒28とキうれては，とても勝ちみがないし，

　　⑳兄弟の答えもほとんど声にならず，

　　⑳ワシントンにはそろそろ悲観論が出始めている。

　⑳と㊧は，たまたま藏前の文節には，漢宇やかたかなが含まれ，後の文節にも

漢字が含まれている。このように，かな書きの副詞の階前にひらがなカミあらわれ

る場合でも，前後の文節に漢字やかたかなが含まれていたり，あるいは，例⑳
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表6　ひらがな表記の副詞の前後に

　　　くる文節の文字列構成

）PtlE一膝聯
　　　　　　’
ひらがなのみ
からなるもの

そ　の　他

8

10

そ　の　他

22

50

「その他」には，ひらがな以外の文字を含む文

簸と句読点などの記号がくる場合が含まれる。

のように，読点や記号があれば＝

意味の切れ渇は，比較的わか1）

やすいと思われる。そこで，前

後の文節がどのような文字列か

らなっているかを，ひらがなの

みからなるものと，それ以外の

ものとに分けて示したのが表6・

である。90例中，82例までが，

前後またはそのどちらかに，漢字やかたかななどが含まれるか，句読点がく

る。前後とも，ひらがなのみからなる文節があらわれるのは，8例にすぎな

い。⑳と⑳は，その例である。

　　⑳こうして，公選鰯はまた，派閥政治の根源ともなった。

　　⑳車のかけるしぶきも，ふだんよりずっとはげしいので，
　　　　　　　　　　　　　o　　o　　o　　e　　o　一　一　〇　　〇　　〇　　〇　　e　　o

　　⑳インドの外交的威信が今月ほど低下したことはかってない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　o　　o　o　　o
　以上の接続詞・連体詞・副詞にくらべると，名詞・動詞・形容詞は，薩州に

かながくる割合力涯倒的に高い。名詞の場合は，読点に続く場合が，17．4パー

セントとやや多く，ひらがなに続く場合が72．4パーセントであるが，動詞・形

容詞では，ひらがなに続く場合がいずれも90パーセントを越えている。句読点．

に続く名詞の申では，「これ」・「それ」などの，いわゆる「こそあど」の類が

多いのがめだつ。読点に続く71例のうち，30例がそれにあたる。たとえば，⑳

・⑳のような例である。いっぽう，ひらがなに続く名詞296例のうち，「こそあ

ど」は，15例にしかすぎない。以下に，名詞・動詞・形容詞が，ひらがな以外

の表記記号に続いてあらわれる例をあげる。

　　⑳いろいろな投書の中から焦点をしぼり，それを一般的な話題にして聞か

　　　せる。

　　⑳左下スミをts　30とめしあげられるのも，べらぼうな損害で，

　　⑳団地には保育園が完備している。ここの保育料は半年で竃元。

　　⑳北爆停止細論Hたっても，

　　⑳（通知簿ヲ）なん度もながめては，ほほえんでいた。
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　　⑭…などが主な産地。すっぱいが，ビタミンCが豊畜だし，

　以上みてきたように，接続詞・連体詞・副詞などは，ひらがなで文節が始ま

っても，句読点などが前後にくることが多く，それによって，読みやすさが失

：われることは少ない。また，副詞を除けば，これらの語は，ほとんど，ひらが

なで表記されることが多いが，それ解，漢字かなまじり文の中で，読みにくさ

を増すことにはなっていないことがわかる。副詞には，漢字表記されるものも

あるが，すべて漢字からなる文節379例のうち，前部分に漢掌がくるものがそ

のうち23例であるところがら，漢字表記の副詞の場合にも，前の文飾との切れ

眉がわかりにくくなる場合は，そう多くないと考えられる。

　一方，名詞・動詞・形容詞は，漢字表記されることが多いと思われるが，ひ

ちがな表記されるものの大部分が，名詞の一部を除けば，ひらがなに続いてあ

ちわれる。それが，文宇凋中において，どのような環境にあらわれるかについ

ては，次章以下で分析する。

v6。　出現確率の高い文字連続

　表6で示した，ひらがなに続く名詞296例の内訳を表7に示す。出現頻度の

高いものは・ほとんどが・形式名　　　表7　「ひらがな」で始まる名詞の内訳

’詞か，それに準ずるものであり，

普通名詞として使われたものは，

．あまり多くはない。また，調査対

象が新聞であることを考えると，

・表外字や表外面訊に該当するため

．に，ひらがな表記となったもの

こと

もの

ため

ところ

これ

うち

ー
ハ
b
7
2
9
【
0

6
4
1
1

とも（に）　　5

とき　　　　　4

ほか　　　　　　4

わけ　　　　　4
（その他）　　129

　計　　　　296

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数回は出現日数）

（例えば，⑳・⑳）も，いくつかみられるが，それほど多くはない。また，そ

・の他の129例のうち，13例は，接頭辞「お」を梓うもので，「お」の次の文字が

漢字であるものは，そのうち10例であった。

　　⑳何らの合意もみなかったことは残念である。

　　⑳軍事基地の維持と引き替えになされるものであれば，反対する。

　　⑳大会は混乱のうちに中止になったといわれる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　⑳通学する子供たちはほんとうに危険である。

　　⑳インド提案のあいまいさと，情勢分析の甘さを指摘されて，

　　⑳汚水のため海水のよごれがひどくなっており，

　　⑳病気で寝ている人のお見舞に買ってゆけば，

　表7で，さらに気がっくことは，総数296のうち，比較的少数の語によって．

全体のかなりの割合が占められていることである。出現頻度の高い「こと・も

の・ため・ところ・これ」の5語で，全体の49。0パーセントと約半数が占めら

れていることになる。このことは，名詞がかな書きされる場合，その多くは，

出現頻度の高いものであり，また，それが形式名詞やそれに準ずるものである

ところがら，それを含む文面列には，しぼしば出現するものが多いのではない

かということを予想させる。

　もっとも暗々頻度の高い「こと」を例にとると，⑫のように，普通の名詞と

して使われる場合もあるが，その多くは，⑬・⑭のように，形式名詞的なもの

である。そこで，このように，　「…ことになる」　「…ことがある」というよう

　　⑫午後から夕方になると疲れやすく，一つのことに集中できません。

　　⑱与野党が真向から対立することになろう。

　　⑭ベトナム政府軍の司令官も勝手に使うことがある。

な文字列が，もしも，ひんぱんに出現するならば，読み手にとって，ゲシタル

トが構成されやすく，かなが連続しても，読みにくさを感じることが少ないの

ではないだろうかと思われる。それを立証するためには，ここで対象としたデ

ータでは，量的に不足なので，言語計量調査室で作成された，　「朝同雨乞朝刊！

（1月～6月）文字列表」ec’（以下略称「文字列表」）を援用することにする。

　表8と表9は，r文字列表」に出現したヂこと」という文字列の前後の表記記

号，および，「こと」を含む4文字列のうち，出現頻度の高いものをあげたもの

である。この場合のrこと」は，　r事」で表わされる名詞とはかぎらず，　「こ

と（琴）Jrことば」　「いかとたことを食：べる」などのように，ひらがな表記さ

＊この「文字列蓑」は，今回の語彙調査データのうち，朝H新聞朝刊（1月～6月〉

　に出現した，本文に相当する部分，約20万字について，文字列の出現確率を集詩

　したものである。（宋尾参考文献④）
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表8　文字列「こと」の前後に出現する

　　確立の高い表記記号

表9　文字列「こと」を含む

　　出現頻度の高い4文字列

萌　　部　　分

る　　　　　　　　294

た　　　　　　　　　87

う　　　　　　　61

の　　　　　　　　　56

い　　　　　　　　　43

な　　　　　　　　29

（その他26種）　　109

計（32種） 679

後　　部　　分

に　　　　　　　　　135

を　　　　　　　111

が　　　　　　　　　93

は　　　　　　　　　83

で　　　　　　　　　57

も　　　　　　　48

（その他21種）　　152

計（27種） 679

（数宇は出現回数）

ることに

ることを

ることが

ることは

ることも

うことに

のことで

たことが

たごとは

うことを

たことを

ることで

（その他147種）

8
6
6
4
6
7
5
3
3
2
2
2
5

6
5
4
4
2
1
1
1
1
1
1
1
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

言十　（159種） 679

（数字は嵐現回数）

れた「こと」という文宇列をすべて含んでいる。ひらがなは，すべて，異なる

文士ごとに1種類と数え，句読点も，それぞれ，1種類とした。また，漢字・

かたかな・アルファベット・洋数字・句読点以外の記号は，異なる種類のもの

があっても，それぞれのグループを1種類と数えた。

　表8によれば，「こと」の前にくる文字のうち，「る」がもっとも多く，全体

の約43パーセントを占める。また，上位の「る・た・う・の・い・な」の6字

で，全体の約85パーセントにあたる。また，後部分では，上位の「に・を・が

・は・で・も」の6字で，全体の約78パーセントを占めている。そして，　「こ

と」を含む4文字列では，これらの出現頻度の高い文字が前後にくるものが上

位を占め，159種類のうち，12種類で，全体の約50パーセントに達する。これ

らが必ずしも名詞の「こと」とはかぎらないことは，先に述べたとおりである

が，まず，そのほとんどが名詞であることは，次の例からも察せられる。

　　⑯早急に手続きをすすめることにしており，
　　　　　　　　　　　　　o　　o　　o　　o

　　⑯捕虜になることを耐えがたく思いながらも
　　　　　　　o　o　e　o
　　＠別の病院に申込むようにとのことでした。
　　　　　　　　　　　　　　　e　　o　　o　　o

　　㊥ベトコンの襲撃を受けて大損害を出したことがあった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　o　　o　　e

　　　　　　　　　　　　　　　　－17一



表10「ひらがなで」始まる動詞の内訳

る
る
る
う
る
く
る
る

な
す
あ
い
よ
つ
い
み

6
3
0
2
1
7
9
9

7
6
【
0
4
2
1

とる　　　　　　9

できる　　　　9

わかる　　　　　7

はかる　　　　　7

もつ　　　　　6

つくる　　　　5
（その他）　　159

計 490

　（数宇は出現圓数）

が読みやすさを妨げないだけでなく，むしろ，意味の把握を容易にしている面

さえあると適えられる。

　名詞について述べたことは，動詞についても当てはまる。表10は，ひらがな

で始まる動詞のうち，直前にひらがながくる490例を整理したものである。上

位の「なる・する・ある・いう」の4語で，全体の約47パーセントを占める。

「いう」の42例のうち，34例は，⑫のように，「と」が前にくる。「よる」の21

例は，すべて「～による・・～によって・～へによれば」という慣用的な使い

方である。　「つく」の17例のうち，4例は，　「調整がつく・汚れがっく・気が

つく・座につく」のように使われ，他の13例は，「～について」という助詞に

椙当する書い方の場合である。しかも，はじめに述べた規則によって，　「…て

いる・…てみる・…である・○○する」などの補助動詞的なものは，ここに

含まれていない。それでも，上位を占めるものの申には，準補助動詞的なもの

や慣用的なものが多いことが予想される。以下に，頻度の高い動詞を含む例を

あげる。

　　⑲ヤジ合戦も始って，混乱状態になった。

　　⑩結婚を前提としないこのような交際はやはり誠実でない

　　＠その土地が水びたしになっていたこともあったが，

　　⑫北ベトナムを国連に呼ぼうという非現実的な構想を

　　⑲日米貝類衛生協定によってきびしい条件をつけている。

　　＠決意がある旨を示唆したものとみられる。

　さきほどの「こと」と同様に，頻度数のもっとも多い「なる」例をにとって

　　　　　　　　　　　　　　　　一18一

　以上をまとめれば，ひらがなに

続く名詞の大部分は，形式名詞ま

たはそれに準ずるものである。そ

して，その前後にくる文宇は，比

較的，少ない種類のものがひんぱ

んにあらわれることが多く，一定

の文掌列を作りやすい。’したがっ

て，読み手にとって，かなの連続



表11文字列（なる）の前後に出現する

　　確率の高い表記記号

表12　文字列（なる｝を含む

　　出現頻度の高い4文掌列

前　　部　　分

に
と
く
ば

は

る

（その他25種）

325

131

94

55

42

17

13

128

計（32種） 805

後　　部　　分

て　　　　　　　　　164

た　　　　　　　　　159

．　76轡　　　　　　　76

な　　　　　　　　75

と　　　　　　　　30

（その他33種）　　190

計（40種） 805

（数字は出競園i数）

になって

になった

ばならな

となった

くなった

となって

となり・

になる。

になり・

くなって

になりま

くなり・

（その他216種）

7
3
4
9
9
4
3
1
8
6
4
3
3
1

0
7
4
3
2
2
2
2
1
1
1
1
1
7

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

詔轟　（229種．） 805

（数字は出現癬数）

「文宇列表」の集計結果を，表11と表12に示す。ただし，「なる」は活蘭語な

ので，活用形として考えられる「なら・なり・なる・なれ・なろ・なつ」をす

べて合わせて集計した。動詞「なる」以外のものも含まれていることは，　「こ

と」の場合と同様である。

　前部分では，　「に・と。く」の3字で，約68パーセントを占める。後部分で

・は，　「て・た」の2字で，約40パーセントに逮する。句読点が多くあらわれる

ことも，　「こと」とは異なる特徴である。4文字列の「ばならな」は，　「…な

・ければならない」であり，　r纏なら鱗」は，　「雨なら中止だ」のように，助動

　　o　　o　　o　　o　o　　e　　o　　o
’詞「だ」の仮定形「なら」が多いものと思われる。　｛なる｝を含む4文宇列で

、は，　「になって」　「になった」の2種類で，約22パーセントを，上位8種類で

・は，約45パーセントを占めている。　｛なる｝を含む4文字列の頻度の高いもの

の例を次にあげる。

　　⑳政界全体が腐敗する原因になっているという事実を
　　　　　　　　　　　　　　　o　　o　　o　　o

　　⑳身軽になった二人は通勤バスに乗って，
　　　　　o　　o　　o　　o

　　⑳国民の半分以上が，生活が苦しくなったと感じている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　o　　o　　o
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　　⑲森構想を支持するのは与党民主党だけとなった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　o　　e　　o
　この結果を，さきの「こと」を含む4文字列と合わせてみると，7文字列で

は，　「ることになって」　「ることになった」　「うことになって」というような

文字連続があらわれやすいということが言えよう。次の⑲・⑳のように，かな

が連続する場合でも，そう読みにくさを感じないとするならば，それは，出現．

回数が多いことによって，かな連続のゲシタルトができやすいことによると思

われる。

　　⑲計量法によって一年一溜検査することになっており，都内を順々に回っ・
　　　　　　　　　　　　　　　　o　　o　　o　　e　　o　　o　　e

　　　て調べている。

　　⑳通説では佐藤・池田・藤山の三派の問で使われたカネは十数億というこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　e
　　　とになっている。
　　　o　　Q　　e　　o　　o

　なお，形容詞は，70例のうち，　「ない」（26例）と「よい」（9例）で，全体

の半数を占める。他の語は，特に，かな書きになりやすいというものはなく，

分散しているようである。全般に，形容詞は，動詞・名詞にくらべて，「ない」：

を除けば，出現頻度の高い文宇列を作りそうなものはない。かな表記される形

容詞は，㊥・㊥のように，漢字で書かれるのが普通なのに，かな表記になる場

合は少なく，⑲・⑭のように，現代語では，もともと，かな書きが普通である

ものが多いように思われる。

　　⑳とにかく一日もはやく十万円たまることを祈ろう。’

　　⑫出版社があたらしくなった機会に

　　⑳摂本の奥さん方にはうらやましい話である。

　　⑭団交について即答できないのはおかしい。

7．ひらがなで始まる動詞の葡の文節の文字列

　ひらがなで表記される名詞や動詞の大部分が出現頻度の高いもので占められ

一定の文身連続を作りやすいとしても，それだけでは，かな表記される理由が

説明できない例は，たくさんある。表ユ0にあがっている，　「みる・とる・もつ

・つくる」などは，上位の「なる・する・ある」などとちがって，　「見る・取：

る・持つ・作る」のように漢字表記されることも多いはずである。また，新聞
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では，漢字表記したくても，表外浜であるために，かな書きすることもあると

思われる。

　そこで，かな書き文節の分析として，次のようなことを調べてみた。すなわ

ち，かな書き動詞の直前の文節が，どのような文字列からなっているかという

ことである。「気をつける」という文字列で，「つける」が「付ける」と書かれ

ることが少ないのは，一つには，r気をつけるJが一語のように意識されてい

るので，「付ける」と書くことによって，「懲○／継○○」のように，二つの単

位として意識されることを避けようとする気持ちがはたらくためであろう。そ

して，r気」が，かな書きされることがほとんどないということも，「つける」

を漢字表記しないでもすむ，一つの要因であろうと思われる。したがって，か

な書きの文節が連続することを避けようとするために，薩前の文節は，漢字書

きにするなどの方法をとることが考えられるし，逆に，漢字書きの文節のあと

にはかな表記の動詞があらわれやすいのではないかという推測をしてみた。

　表13は，ひらがなが前部分にくる，ひらがなで始まる動詞490例を，直前の

文節の文字列を構成する蓑記記号　　　表13　rひらがな3で始まる動詞の直前

の種類によって，分類したもので　　　　　　の文節の文字列構成

ある。すべて，ひらがなを含むこ

とは当然であるが，そのほかの表

彰要素に何があるかという基準で

わけてみた。

　まず，漢宇とひらがなからなる

漢宇とひらがなからなるもの

かたかなを含むもの

記号を含むもの

ひらがなのみからなるもの

その他

351

23

28

86

　2

齢 490

ものが圧倒的に多い。全体の約70パーセントを占めている。⑮のように，漢語

の名詞は，ほとんど漢字表記される。⑭のような和語の名詞や，⑰のような動

詞でも，漢字を含み，ひらがな以外の表記要素を含まないものは，このグルー

プに入れた。⑭の場合には，後に述べるように，　「を」という文宇の役割を無

視するk’rけにはいかない。また，⑳は，慣用句なもので，　「かかわる」が漢字

表記されているか否かは，それほど大きな要素ではないと思われる。

　　⑮生産者側との調整をはかる方法は
　　　　　　　　　o　o　o
　　⑭議しぶきをあびせかけて通りすぎる自動車，
　　　e　o　o　o　o

　　　　　　　　　　　　　　　　－21一



　　⑰霊鳥毒忌は，搏むと好まざるとにかかわらず，当面続くのである。
　　　　　　　　　　　　o　　o　　o　　e　　o　　e

　次に，かたかなを含むものは，⑲のように外来語の揚合はもちろんであるが

⑳・⑩の場合は，表外音訓に該当するもので，かたかなで書くことによって，

漢字と岡じ機能を持たせようとしたものとみられる。

　　⑱話し合いをモットーにしていながら，
　　　　　　　　o　　o　　o　　o　　o　一

　　⑲そのままかわすと，あとでシミになることがあります。
　　　　　　　　　　　　　　　o　　o　　o一
　　⑳今年の米価問題の重要なカギとなろう。
　　　　　　　　　　　　　　o　　o　　o噸一『需

　記号を含むものとは，⑳・⑫のように，直前の文節が，作業規則では，記号の

ところで分割されているが，記号によって強調されたものに助詞がついたケー

スである。また，その他の2例は，数宇やアルファベットを含むものである。

　　⑳この“誤解”をとくため，
　　　　　e　　o　　o　　o　e　一

　　⑫「秋の空となんとか」といわれるように
　　　o　　　o　　　o　　　o　　　e　　　e　　　o　　　o　　　e　　　e　　　o

　　⑱主人公がCIAという実在機関のスパイだとはっきり書っているのに興
　　　　　　　o　　o　　e　o　－

　　　i柴があるんだそうです。

　以上にあげた4種類の文飾は，いずれも，直前の文節に，ひらがな表記の文

箪との連続をさけるなんらかのHじるしが含まれているもので，全体の約82パ

ーセントを占める。したがって，かな表記の動詞の直前の文節には，意味のま

とまりを示す表記記号が含まれている確率が高いといえよう。

　残りの約18パーセントは，直前の文節がひらがなのみからなるものであり，

・490例中86例を数える。これらの文節は，名詞を含む文節，動詞をふくむ文節，

形容詞からなる文節，副詞からなる文節の4種類に分けることができる。

　名詞を含む文節は，45例で，そのうち，　「こと」を含むもの21例，　「もの」

を含むもの7例であった。そのほかは，例⑯・⑯のように，かな表記が普通で

あるものが多いが，⑰のように，漢字表記できるものもある。

　　⑭常識的な考え方を示したものといえよう。
　　　　　　　　　　　　　　e　　o　　oim
　　⑳交渉へのきっかけがっかめるとの見方は少ないようだ。
　　　　　　　o　　o　　o　　o　　o

　　⑯自分がいやになることもあります。
　　　　　　o　　o　　o

　　⑰社会不安のたねになっていることは間違いない。
　　　　　　　　o　　o　o　一
　鋤詞を含む文節の場合は，後にくる動詞が出現頻度の高いものが多く，13例

　　　　　　　　　　　　　　　一22一



のうち，　「する」4例，「いう」3例，「なる」3例，その他3例であったひ

　　⑱内容を多角的にしょうとしている。
　　　　　　　　　　o　　o　　o　　o

　　⑲西洋の白人の古い使命がいまやアメリカの手にゆだねられたという考え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　e　　o　　o　　o　　o　　o
　　　方である。

　　⑳いちばん最初に出たお茶の葉をっんでつくったもの。
　　　　　　　　　　　　　　　　o　　o　　o
　形容詞からなる文節8例のうち，5例が後部分に「なる」がくるもので，そ

の他が3例であった。

　　⑳海水のよごれがひどくなっており，
　　　　　　　　　　o　　o　o　一
　　⑳党をよくするのが私の念願である。
　　　　　o　　o　nt
　副詞からなる文勢は，前に　ページで述べたように，前に読点がきた9，漢

字やかたかなを含んだ文節であった！することが多いが，この場合の20例のう

ち，前部分に，漢字を含んだ文節がくるもの14例，句読点・記号がくるもの4

例，ひらがなのみからなる文節に続くもの2例であった。したがって，かな警

きの動詞の直前にくる，かな書きの副詞は，その前に，なんらかの切れ目をど

もなうことが多いと言えよう。

　　⑳清浄海域がだんだんせばまっている。
　　　一　一　一　一　一　o　o　o　o

　　⑳社会党の主張をほとんどいれてきた。
　　　　　　　一　一　一　o　o　o　e

　　⑳刻印のはっきりした物は二つだけ。よくわからないが刻印のあるもの一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　〇
　　　つ。

　　⑳本格的に活発化するかどうかは，まだはっきりとしない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　o　o　o　o　e
　これらの，かなで始まる動詞の前に，ひらがなのみからなる文節がくる場合・

をまとめてみると，名詞・動詞・形容詞などがくる揚合は，出現頻度の高い語・

とともに，雪避確率の高い文字列が作られる可能性が強く，副詞の場合には，

その直前の文節に，意味のきオ嘱を示す表記記章が出現することが多い，とい・

うことになる。つまり，かな書きの文節にかな書きの動詞が続く揚合，意味の

切れ質カミわかりにくくなるために，抵抗が感じられるというケースは，あまり

多くない，という結果になる。（名詞の場合には，多少問題はあるが。）

　形容詞についても，動詞と隅様の傾向がみられるが，総数が少いので，動講

ほど細かい分析はできなかった。ひらがなに続く，かなで始まる形容詞70例の

　　　　　　　　　　　　　　　一23一



うち，前の文節が漢字・かたかな・記号などを含むものは51例，ひらがなのみ

からなるもの19例である。かなのみからなる文節が前にくる例を以下に示す。

　　⑰帰ってくれればこんなうれしいことはないが
　　　　　　　　　　e　　e　　o

　　⑳国の手をかりなければむつかしいでしょうね。
　　　　　　　e　　o　　o　　o　　o　　o

　　⑳諸君の良識に待つほかはない。
　　　　　　　　　　　o　　o　　e

　なお，ここで，いわゆるまぜ書きについてふれておく。まぜ書きとは，一般

に，複合語の語構成単位のいずれかが（複数の場合もある）漢字表記され，ほ

かの単位がかな書きされるものをいうのであるが，ここでは，いちばんはじめ

の単位が漢字書きで，あとがかな表記されたものは，対象としない。文節の文

宇列の類型で言えば，灘灘目□のタイプに属するからである。また，これから

問題にするものは，いずれも2単位からなるものである。

　2単位からなる複合語の前部分が，かな表記されると，その語を含む文飾は

一一・窒モﾉ□懸灘［］という類型をとりやすい。この直前に，懇灘□［コという文字列

がくると，たとえば，「辮麟○○磯○○」というような文宇列があらわれるこ

とになる。実際には，この切れ員が騰懸○／○騰○○」であったとしても，

漢宇かなまじり文の原則からは，「轡難○○／纏○○」のように受け取られる

可能性があるわけである。

　しかしながら，実際には，［コ鐡懇□に属するまぜ書き文飾は，そう多くは出現

しなかった。接頭辞「お」に続くものなどを除けば，ひらがなに続く名詞296

例中9例，動詞490例中6例が，いわゆるまぜ書き語といえるものである。前

部分が漢字書きで，後部分がひらがな書きというタイプのまぜ書き語は集計し

ていないので，比較はできないが，おそらく灘纒［コ［コのタイプに属するものの

ほうが多いと思われる。〔＝灘灘□のタイプに属するものが少ないのは，やは

り，文節の始まりをかなにすることへの抵抗感が強いためであろう。

　出現した15例には，漢宇表記できるのに，かなになっている⑳・⑪や，表外

字・表外音訓に該当する⑳・⑳など，かな書きにされる理白は，さまざまであ

ろうが，⑭とほかの1例を除いて，すべて，前部分の文節に漢字や記号が含ま

れていることが注負される。そして，前にくる文箪のはじめに漢字がある場合

その漢字列は，文節の終わりにくるひらがなの嵐現になんらかの影響を及ぼし
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ひとまとまりを示す機能を持っているのではないかということが考えられる。

たとえば，⑳の場合，「帰」という漢宇があることによって，その：文飾の終わ

りに「て」があらわれることに何らかの予期を与えているのではないかという

ことである。（この場合には，　Fっ」や「ひ」の文字連続中における機能をも

考えなければならないが。）なお，いわゆる漢語サ変動詞の前部分がかな書き

になったのは，⑱の1例だけであった。

　　⑳学校から帰ってひと休みしたのち，
　　　　　　　o　o　o
　　⑳「兄さんをさがしてください」とふるえ声で訴えた。

　　⑳近く二百五十万ドルを自発的にきょ掬する。
　　　　　　　　　　　　　o　　o　　e　　o

　　⑳共闘会議派学生が会場になだれ込み，
　　　　　　　　　　　o　　o　　o

　　⑭この不信がすぐにぬぐい去れないのは当然である。
　　　　　　　　o　　o　　o

8．　意味の切れ目を示す表記記号

　これまでは，文士の始まりが漢字であることを原貝ljとして，それがかな表認

される場合，意味の切れ目を示す機能に，どのようなかかわりを持つかという

立場から述べてきた。いわば，漢宇の機能のほうに重点があったわけである。

しかし，文節が漢字で始まりかなで終わるというタイプをとることを原則とす

るならば，文節の終わりにあらわれるかなにも，句読点のように，意味のまと

まりや切れ痛を示す機能を持つものがあるのではないかという推測は不可能で

轍なかろう。漢字がほぼ無限といってよいくらいあるのに対し，かなは有限で

あり，しかも，たかだか数十種類にすぎない。それらを，文節のはじめにあら

われやすいもの，途中にしかあらわれないもの，文籔末にあらわれやすいもの

といったような特徴によって分けたり，漢字のあとによくあらわれるもの，句

点の前にくることの多いものという分類をすることもできよう。

　表14は，先に引用した「文面列表」をもとに，ひらがな・句点・読点につい

て，その前後にどのような種類の表記記号が出現したかを集計したものであ

る。ただし，これは，出現頻度を示すものではなく，4文宇列の第2字目をキ

・一 ﾆして排列したものをもとにしたので，ある文字が4文字列の第2字貝に

きたどき｝e，．どれだけの種類の文心心を構成しているかということを示すもの
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である。たとえば，　［ることが」　iたことが」という文字列は，前者が56回，
　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　o
後者が13圓出現しているが，それぞれを1回と数えることになる。しかも，4

文字i列の表を使ったため，　「ることが」と「ることを」は，　「こ」を中心にし

　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　o
てみれば，　「ること」という文字列になるが，これをそれぞれ1園と数えてあ

　　　　　o
るその意味では，この蓑は不完全なものであるが，3文字列の後部分に重点を

を置いて分類した類型とみることもできよう。

　　　表14　多くの出現類型を持つひらがなの文字環境（句読点を含む）

前　　　部　　　分 後　　　部　　　分 確率の
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の・，・28（翻1（1鵡82｝622（罰1（覇　1720521
　　｝
o難i懸　　3

・i・，・・6樋1（醐…一24614・6511・037一『728
（72．5）（16．2）

　　…
ni総　　：

に・…9（lfll（1娚11262 2，167　1，749　　　206　　　　　4　193

i50．2）（40，5）（4．8）

　　乙
Ti難　　3

は・・…麗1醐123223
1，913　　　774　　　754　　　　一一　350

i50．5）（20．4）（19．9）

　　量
ｧi難　　膨

を…7輪lll（1澗『一349（醐（27111555i85 　　：
wi難　　＝

が3・125（1ラll耀塔4－231 1，554　　　875　　　536　　　　　2　158

i49．7）（28．0）（17．2）

　　き
驍塩吹@　「

と琴・・2（331111（161117113423 　　879　1，588　　　248　　　　16　111

i30．9）（55，9）（8．7）

　　…
niO　　言

で　・・67植lll（36111〃5220 （33111（覇（、、1器　8111 　　…
?ｉＯ　　；

・耽647（131編甥一一134（瀦絹ll…一548
　　；
ni懸　　崔

い　鬼587（2311賭；1602618 （、5191（謝71（，1署｝82 　　3
OiO　　…

・執47慰§1（璃146｛50 　　126　2，023　　　283　　　　－　　42

i5．1）（81．8）（11．4）

　　3
QiO　　2

た竃・7・｝（，lll（lilll　314i　19 　　623　1，021　　　　23　　　651　152
i25，2）（41。3）　　　　　　（26．4）

　　と
niO　　聖

・耽27・（，lll（1甥一一51 　　804　　　704　　　　43　　　507　212

i36．2）（31．7）　　　　　　（22．8）

　　；
ni雛　　欄

て 1・949（ 粥（1摺一12 　　814
i41。8）

　　728　　308　　－　gg
i37．4）（15．7）

　　：
ni麟　　5

な・・962（36111（謡1401587 　　479
i24．4）

1，424　　　　　　8　　　　　　2　　　49

i72．6）

　　…
niO　　5

か・・913（，。lll（1瑠181168 　　89　1，619　　　　77　　　　83　　45

i4．6）（84．6）

　　；
niO　　監

も・・685（31111（翻26971 　　705　　　721　　　194　　　　－　　65

i41．8）（42，8）（11．5）

　　…
niO　　5

ら…45（1撒1謂一一6 　　537　　　727　　　129　　　　　7　　55

i36．9）（50．0）

　　1
OiO　　膠

れ　・・26・（、711擢ll一『一 　　58　1，080　　　112　　　　　4　　　7

i4．6）（85．6）

　　…
nlO　　3

り・・…（，、lll（68甥ト1
（23．4）

288　　　582　　　294　　　　22　　45

@　（47．3）（23．9）

　　量
niO　　■

一26一



　表14は，出現類型数の多いもの，上位20字までについて，その前後の表記記

号の種類を示したものである。右端に，雛と○で示したのは，前後で，それぞ

れ，もっとも出現確率の高い表記記号である。この表によって，全体を概観す

ると，　「・」を除けば，上位に，前後に漢字のきやすいものが集中し，15位ぐ

らいまでに，前後のどちらかに漢字がきやすいものがあらわれている。それ以

下は，すべて，前後とも，ひらがながあらわれやすいものということになる。

前後に漢字があらわれやすい「の・に・は・を・が」は，いずれも，1宇が1

助詞に相当する場合が多いものであり，出現頻度も多いと考えられる。これ

ら，多くの出現類型を持つ漢字ほど，文節の切れ目を示す役割を果しているこ

とが予想される。

　前部分に漢宇がきやすいものの中で，比率が高いのは，　「を・に・の」など

で，逆に，「て・る・た」などは，ひらがながくる確率が90パーセントを越え，

「ら・れ・。」がそれに続いている。後部分に漢字がきやすいのは，　「の・・

・を」などで，ひらがながあらわれやすいのは，　rし・か・れ」などである。

句読点の後にくるひらがなは，平均していて，特定の文字への集中度は少ない

が，丁寧の前にくるひらがなは，　「た・る・い・だ・う・す」の6種類で，総

類型数の約90パーセントに達する。また，読点の前にくるひらがなは，「は・

が・で・て。り」の5種類で，総類型数の50パーセントを占める。このような

結果に，今回は行なわなかったが，文節のどの位置にきやすいかという集計を

合わせると，意昧の切れ目を表わすひらがなの性格を明らかにすることができ

るであろう6

　「を」という字は，前部分と後部分のどちらにも漢字のぐる確率の高い文字

であるが，現代かなつかいでは，この文字は，助詞の「を」を表わす以外に絹

いられず，きわめて表意（語）性の強いひらがなである。　したがって，たと

え，前後に漢字があらわれなくても，すなわち，ひらがなが連続しても，この

「を」によって，文節の切れ翼は，明瞭なはずである。とすれば，　「を」の前

後では，ほかの廟宇の場合よりも，ひらがな表記される確率が高いのではない

かという推定がなりたつ。

　この推定を確かめるために，次のような集計を行なった。「をjのつぎにひ
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らがながきやすいかどうかを，　fを」と嗣じように格助詞を表わすことの多い

「が」を選んで，比較をしてみた。「が」を選んだ理由は三つある。「が」は，

格助詞のほかにも，接続助詞にも用いられるし，語中にあらわれることも多

く，　「を」に比べれば，表語機能は劣ると考えられること。また，同じ条件で

比較するためには，　「を」も「が」も，格助詞として用いられる知合に，前部

分に名詞を含む文簾，後部分に動詞を含む文節という形をとりやすいこと。そ

して，それぞれの後にくる動詞を，いわゆる自動詞と他動詞という概念でとら

えやすいζとである。

　そこで，「を」「が」の臨後に，和語の動詞がくる例を，今園のデータからす

べて抜き出して比較をしてみた。その結果，「を」の後に，和語動詞がくる例

は，227憾あり，そのうち，漢字表記されたもの一137例，かな表記されたもの

一90例であった。また，「が」に続く和語動詞は，85例で，そのうち，漢字表

記されたもの一35例，かな表記されたもの一50例であった。なお，まぜ書きの

複合動詞は，すべて，前部分の表記によって分類した。この数字だけを見る

と，先の推定とは逆に，「を」のあとには，漢字があらわれやすく，「が」のあ

とには，ひらがながあらわれやすいかのような印象を受ける。しかし，実は，

これだけでは，厳密な比較とは言えない。なぜならば，和語動詞といっても，

語の性質によって，その表記には，さまざまの違い溺あり，一概に，漢字かか

なかといった色分けをすることは危険である。そして，対象越新聞の文章であ

ることを考えると，和語動詞の表記には，四つのタイプがあると思われる。

　その基準となるのは，　「当用漢字表」である。まず，④のグループとして，

「当用漢字表」，「同音韻表」の範囲で，漢字表詑することが可能であり，実際

に漢字表詑されたものがあげられる。　「当用漢字表」以外の漢字を用いて表記

されたものは，　1例もなかった。したがって，漢字表記されたものは，すべ

て，このグループにはいる。実例は，多くあげるには及ばないであろう。

　　・⑳これに反対の立場から政府追求を続けてきた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　o　一
　　⑳私が住んでいる古河市は，
　　　　O　’一一wh

　＠のグループは，上のグループとまったく同じ事情にありながら，実際に

は，ひらがな表記されたものである。すなわち，一般に漢字表記が普通であ
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り，漢字表記できるのに，ひらがな衷記されたものということになる。この中

でも，⑰のように，ひらがな表記されることがあまりないものから，・のよう

に，かな国記がそう珍しくないものまで，各種のレベルが存在する。

　　⑳折箱料理をたのしむゆとりができたんじゃないからしら。
　　　　　　　0
　　⑱ことしからアマ・スポーツ番組をつくるはずだったが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　⑳マクナマラ米国防長官の暗殺をはかって捕えられ，　　　　　　　　＝
　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　ハ　（鵬〉タム・チャウ師に不満をもつ反政府派が，
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　th

　　（1鋤おじいちゃんにズケズケとものをいい，

　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　〈102）ちょうど台風がきて，その土地が水びたしになっていたこともあって，
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　oww

　〈193）沈滞していた中小企業の設備投資意欲に，國復のきざしがみえてきた。
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇
　　（104）H本政府の熱意がたりないからだ。
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o　一
　⑳のグループは，漢宇で表記することが，まったくないというわけではない

が，戦前から，かな表記が行なわれ，現在では，かな表記が普通と思われるも

の，および，漢字表記の形式が考えられないものからなる。たとえば，　隠用

漢字音別表」で訓が認められている「ある（有る）・いる（居る）」のようなも

のも，ここに含めてある。したがって，㊥のグループとの境界は，必ずしも明

確ではない。

　　（］05）気分転換をなさってみませんか。
　　）　　　　　　　　　　　　 o

　　σ％）ずいぶんコウをやったようだけど，
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　一

　　（107）全党的に再批判する必要がある。
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　一

　　くIOS）起きる前がつらくて頭痛がします。
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　一

　㊥のグループは，表外字・表外音訓に該当するもので，かな表記が普通であ

るという点では，◎のグループと共通する。薪聞では，ほとんど漢字表記され

ることはないが，新聞以外では，漢字表記されることもありうるという意味

』で，◎のグループとは区別した。以上＠・◎・㊥が，実際にかな表記されたも

のである。

　　（】鋤アズキ色の丸いスタンプをはっていた。
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　〈llO＞朝の出勤時の混雑をねらったものとみられている。
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q

　　（lll）生ガキの中毒がふえている。
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　一
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表15「を」「が」に続く和語動詞の表記

漢宇表記が

一般のもの

かな表記が

一般のもの

④漢字で表記されたもの

◎かなで表記されたもの

◎築蠕瀦あかな魏

㊥蟄執翻音訓こ該

を

・となり仲べ

87 137

33

6

21

50

15

25

“
｝カ

1ことなり

28

8

5

9

のべ ^

35
一

10

29

ii　il

_　　．’』．』’＼＼

@　　　　＼
を が

異　な　り 27．5 22．2

延　　　べ 261ブ 22．2

　（l12）…という人々で辞典の売場がにぎわっている。
　　V　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e

　「を」　「が」に続く稀吾動詞を，以上の四つのグループに分類して，異なり｝

語数と延べ語数別に示したが表15である。　「が」の◎のグループは，他のグル

ープにくらべて，異なり語数と延べ語数の比に著しく差があるが，これは，

「ある」が24｛列を占めているためである。すなわち，　「が」について，ひらが

な表記された50例のうち，約半数が「ある」ということになる。このように考

えると，「を」「が」のあとにくる動詞が，漢字表記されやすいか，かな表記さ・

れやすいかという比較は，結局，④のグループと＠のグループについて行な5

のが，妥当であるということになる。異なり語数についてみれば，「を」の野

合は，かな表記される割合が，120例中33例（27．5パーセント），fが」の場合・

は，36例中8例（22．2パーセント）である。延べ語数では，　「を」の揚合，か

な表記される割合が，187例中50例（26．7パーセント），「が」の揚合は，45例：

中10例（22．2パーセント）と，どちらの揚合にも，わずかながら，　「を」のあ

　表16「を」「が」に続く職掌表記でき　　とにくる稲藁動詞が，ひらがな表記さ

　　　る動詞がかな表記される割合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる割合が，rが」の揚合よ！　・it’上弓
　　　　　　　（数字は，パーセント）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っていることになる。　（ただし，カイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自乗検定では，有意な差はみられなか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つた’。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次に，ある特定の動詞について，そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れが前にくる文宇によって，どのよう
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vee表記形式がかわるかを調べてみた。そのためには，ある語について，多くの

用例を集める必要がある。そこで，今宮の語彙調査の約％に当たるデータのK

WIC索引によって，　「つくるjという語を選び，120例を得た。この120例を

二表記別にみると，次のようになる。

　　作る　　　62例

　　造る　　　2例

　　つくる　　56例

これを，直前の表記記号によって分類すると，「を」につつくものが65例で，

そのほかは，　「で」の12例をはじめとして，ひらがな13種類，漢牢3種類で，

合計が55例となる。そこで，「を」とそれ以外のものとに分け，そのあとのfつ

くる」がどのような表記になっているかに分類してみたのが，表17である。

rを」に続く野合に，ひらがな蓑記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表17動詞「つくる」と直前の文字

：が，あらわれる割合は，47．7パーセン　　　・　　の関係

お，胤幣驚驚　　作・・造・｝つ・・

「を」に続く場合のほうが，・ひらがな　　　　　　　　　　34　　　31

表記になる率がi高い6　（この差は，も　　　　　　　　　　　　30　　　　25

ちうん，統計的に有意な差ではない。）

　以上，　「を」に続く和語動詞がひらがな表記になりやすいか否かを見たが，

わずかながら，ひらがな表記になりやすいという結果が磁ているe’しかしなが

ち，この違いは，僅少であって，はっきりした傾向としては，とらえることが

できなかった。この程度の少量のデータでは，これ以上の比較を試みること

は，無意味と思われるが，少なくとも，この結果から，　「を」につつく和語動

詞がひらがな表記になりやすいという推定を否定することはできないであろ

う。

　表　記

O部分

を

を　以　外

・9。おわyに

　この調査でいままでに述べてきたことをまとめると，次のようになる。

　（η　文節は，漢字で始まり，ひらがなで終わる傾向が強く、とくに，灘篶〔コロ
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　　　という類型を持つものは，漢字とひらがなのみからなる文節の約60パー

　　　セントをしめる。

（ii｝ひらがなで始まる文節のうち，接続詞・連体詞・副詞などは，大部分が

　　　かなのみからなる類型［1］□anに属し，翻りはじめや，読点のあとに用

　　　いられることが多い。

　岡　ひらがなではじまる文節のうち，名詞・動詞・形容詞は，直前に，ひら

　　　がなのくる確率が高い。

　囲　ひらがな表記される，名詞・動詞の大部分は，出現頻度の高い譜によっ

　　　て占められ，その語を含む，出現確率の高い文宇列を作りやすい。

　（v｝ひらがな急心の動詞・形容詞の直前には，漢字やかたかなを含む文節が

　　　きやすい。

　個　ひらがなの中には，文節の終わりに用いられることの多いものがあり，

　　　ひらがなが連続する場合に，意味の切れEを示す機能を持つことが推測

　　　される。

　はじめにあげた，この調査の目的は，漢字かなまじり文の中で，漢字が，意’

味の切れ目やまとまりを示す役割を果しているか，もし，漢字からその機能が

失われているならば，それにかわるものは何かということであった。まず，前

者についていうならば，現代の新聞においては，少くとも量的には，その機能

は失われていない。しかし，それは，名詞・動詞・形容詞といった範囲に限ら

れつつあるというのが正確であろう。二番目の貸的については，一般にかな表

記される傾向の強い，接続詞・連体詞・副詞などは，文宇連続中にあらわれる

位置によって，語のはじまりを示す機能がみられることを指摘することがでぎ

た。また，名詞・動詞などでも，かな害きされることの多いものは，文字連続

の出現確率や前後の文節の文字列構成，表意性の高いひらがななどによって，

漢字の機能がカバーされている傾向をとらえることができた。

　すなわち．本論でとった方法は，文字連続の中で，かな表記語が，どのような

環境にあらわれるかということを手がかりにしたものである。なぜ，これらの

藷が，かな書きにされるかという理由は，ほかにもいろいろあるはずである。

意味の面から言えば，同じ語でも，本来の意昧から転化したり，実質的な意味
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のうすいものは，かな書きになりやすいということもあるee。また一つの訓に

対して，種々の漢字表記がある動詞，（たとえば「かえる一変える・代える・

替える・換える」）は，かな書きになりやすい“Wt一。そのほか，漢宇の字形の複雑

さ，漢字の表わす音錦数聾鰭なども，かな表記と関係があるとされている。あ

る語が，かな表記されるか否かは，実際には，これらの要素のいくつかが，複

雑にかみ合わさって決まるものであろう。この調査では，その要素のいくつか

を，文宇連続という観点から，とらえることができたと思う。

　最後に，反省を含めて，この調査の問題点をふりかえることにする。まず，

漢字表記語の分析を行なわずに，かな表記語の分析を中心として，論を進めた

ことがあげられる。漢画表記語については，いくつかの部分を除いては，推測

という結果にとどまらざるをえなかった。つぎは，いま述べたこととも関係す

るが，この種の調査でよく行なわれる。漢語・和語といった語種の面からの比

較をしなかったことである。さらに，このような調査を行なうためには，規模

がやや小さかったという；事実を認めざるを得ない。全体の傾向をとらえること

はできたと思うが，細かい問題になると，他の結果を援用しなければならず，

統計的には無意味になってしまうことも多かった。そして，この調査の対象が

新聞の文章であるということから，この調査の結果には，必ずしも一般の文章

と一致しない点が多いはずである。それについては，深く検討する余裕がなか

った。

　以上のような問題点はあるが，このような調査を，さらに規模を大きくして

行なうことによって，より精度の高い結果を得ることは不斑能ではない。この

　＊宮島達夫氏によれば，fみる3という動詞が，「絵をみる」のように視覚的な意

　　味の強いものは，漢字表記される傾向が強いが，rようすをみる」のような揚合

　　は，かな表詑される傾向が強いとされる。（巻末文献⑤）

＊＊この調査で出現した「はかる」という動詞は，7回あるが，音訓表では，「図る・

　　計る・測る・量る」の訓がみとめられているにもかかわらず，「タイムをはかる」

　　「調整をはかる」のように，すべて，かな書きである。

＊＊＊r行なう」という動詞は，「現代雑誌九十種の薦語用字調査」では，175例中，か

　　な蓑記されたのは，7例である。rもつ」は，436例中，197例がひらがな表記さ

　　れている。
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ような調査が，正書法や基本漢字を考えるために役立つ資料となることは，も

ちうんであるが，

字変換において，

とくに言語清報処理における，自動構文解析や，自動かな漢

未解決の問題を解明するためにはぜひ必要であると思われ

る。
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